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洞窟教会および壁画の調査記録と考察
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1．地理的位置とロケーション
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バーリの南約40kmにあるモノーポリ郊外(Contradedi

Monopoli)のアッスンタ小峡谷(LamadelPAssunta)に沿って，

左右の凝灰岩段丘を掘った洞窟住居群がある．現在，それらは

オリーブなどを栽培する農園の中にあり，ほとんどは納屋とし

て転用されている.全長数キロに及ぶアッスンタ峡谷全体では，

中世にさかのぼる（堂内に壁画のある）教会や礼拝堂，修道士

たちの住居も少なからず存在したであろうと推測されるが，現

在ではニコロ・パスカーレ氏所有の農園内に唯一サンティ・ア

ンドレア・エ・プロコピオ教会が辛うじて当時の面影をとどめ

るのみである．

現所有者のパスカーレ氏の赤い納屋の壁には,1999年8月14

日にはめ込まれた記念パネルがあり，次のような文章が記され

ている(Fig.1).
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Fig.1現所有者の赤い納屋の壁にはめ込まれた記念パネル

かつての川幅15メートルくらいの河岸段丘の崖に北北西向

きにファサードが作られている．（したがって2つの後陣は南

南東を向いている.）ファサード前には左右に幹周りが5.5mと

6.5mのオリーブの巨木が2本あり，樹齢は800年くらいと思わ

れる．ただ,1990年代の写真をみると，教会前はかなり診蒼と

したオリーブ畑であったことがわかる．そして，すぐ対岸の段

丘の崖にも，現在は納屋として使われているがおそらくは修道

士たちの住居であったと推測される洞窟が存在している．
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量の土砂が押し流されてきて地表高を上げている．中央入口の

横幅は1l0cm,現状では高さが150cm堆積している士砂を排除

すれば2mくらいと推定）で，すぐ上にギリシア十字のシンボル

と前述のラテン語碑文，その上に明かり取りの窓が設けられて

いる．

左入口の幅は55cm,右が幅70cm､土砂は教会堂内にも流入し

て乾燥，しだいに床面が上がり，結果として現在の天井高は相当

に低くなってしまった．堂内に流入した土砂を排除し，かつての

床面まで掘り下げられれば，建築構造に対する新たな発見や解

釈が期待できると考える．なお,土砂の流入は近年でも頻繁に繰

り返されており,2013年1月の予備調査の際にも確認すること

ができた．ちょうど集中豪雨の直後であり，かっての峡谷の底に

あたる教会前はひどくぬかるんでおり，調査を終えてバスに乗

車する時には全員が泥だらけの靴を脱いだものであった．また，

1990年代に撮影された写真3を見ると,現在以上に地表が上がっ

ており，パスカーレ氏の納屋の方から教会に下りてくる（ファサ

ードに向かって左側に設けられた）石段はなく，泥の坂道になっ

ている．

2．建築について

創建はl1世紀にさかのぼり，中央入口上に刻まれた「ラテン

語の奉献文」から，聖アンデレ’と聖プロコピウス2に捧げられ

た教会であることがわかる．また，その下の半円アーチ内には，

「ギリシア十字」(22cm)が線刻されている(Fig.2).この奉献文

は教会建設に関わる稀有な文字資料であり，さらに研究を継続

する必要がある．バーリの総大司教ピエトロ(Pem)の名前から

建設年代が1073年頃とわかり，建設自体は助祭でもあったマエ

ストロ・ジョヴァンニ(Iohannis)が担当し，富裕な平信徒たち

(Iohannes,AlfanusAbbas,Petrus,Paulus)からの寄進によって実

現したと記されている．なお，この碑文と連動すると思われる別

の碑文が第1内陣障壁左側のアーチ壁に刻まれている(Fig.3)

が，正確な判読はかなり困難で，今後の研究に期待したい．

アッスンタ小峡谷(Lamadell'Assunta)の段丘岩盤を南南東に

向けて掘削した単廊式教会（奥行き9.75m×幅5.85m)の平面プ

ラン(Fig.4)は,創建当時から大きく変更されているとは思えな

い．ただ,集中豪雨などの際には峡谷は水路に戻り，上流から大
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Fig3碑文が刻まれた第1内陣障壁左側のアーチ壁

Fig.43Dスキャニングデータから作成した教会の平面図
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洞窟教会としては比較的よく均衡のとれた左右対称型の平面

プランである．岩盤を掘削して空間を形成していくために，（地

上に建設する教会と違って）洞窟教会は幾何学的に整然とした

空間を構成することが難しいばかりか，いつでも必要に応じて，

堂内の空間を自由に拡張することが容易なため，創建当初の構

造がそのままの形で保存されることが少ないからである．

ファサードをくぐった最初のほぼ正方形の広い空間は，天井

面が曲線を描いて入口から部屋の中程まで垂れ下がり，そこか

ら第1内陣障壁に向かっては水平面となっていて，やわらかな

奥行きを感じさせる空間となっている．

平面プランで特徴的なのは，後陣の手前に設けられた二重の

内陣障壁であろう．ファサードをくく叡ると，2つの入口，2つの

窓をもつ4連続半円アーチからなるアーケード（門）のような

第1の内陣障壁で最初の仕切りがあり，その奥に柵のような第2

の内陣障壁を設けて後陣のある聖域を隔離している．「門」のよ

うな第1の内陣障壁はテンプロンと呼ばれているが，「柵」のよ

うな後者にあえて呼称を与えるとすれば，イコノスタシスであ

ろうか．この2段構えの構造は,創建当初の社会構造（ヒエラル

ヒー)を強く反映しているかもしれない.推測の域は出ないのだ

が，3区画は手前から平信徒，支配者（封建諸侯・騎士などの特

権階級)，聖職者の区分に該当するように思える．これら二重の

内陣障壁に開けられた2つの通路の先に，祭壇のある2つの割

型後陣が設けられている．

ただ，これほど均整の取れた平面プランの教会でありながら，

現状を見るかぎり，正面ファサードについては左右対称とは言

い難い不均衡さが目立つ.何らかの理由があってのことか,ある

いは後世に改変が加えられたとしても，釈然としないものがの

こる．以下に現状ファサードの不均衡な構成を列挙する．

①ファサードの中央入口は，教会の中心軸よりも大きく左にず

れている．

②中央入口の上に開けられた半月型の窓も入口の中心軸より左

にずれている．この窓は（少なくとも）下方に拡大された可能

性がある．上述のラテン語で刻まれた奉献文の第1行目の上

端に，あるべきはずの「ゆとり幅」がない．

③左右の細身の入口は，おそらく中央入口と高さがそろえられ

ていた.そして,その上にはそれぞれ中央入口と同じく半月型

の窓が穿たれていたと思われるが，その水平の仕切りが崩れ

て(あるいは破壊されて)一続きの縦長の入口となったと考え

られる．

④右側の入口の右壁面を1段低く削りこんで，上方にラテン十

字,下方にラテン語でmBEB肥DIcms'!(小文字は推測）と判読で

きそうな刻文が見える．

⑤右側の入口壁は,ファサード面に対して直角にではなく，斜め

に削りこんであり，そのためにここから後陣部をよく見通す

ことができる.農作業で教会前を往来するたびに,農民たちは，

この右側の細い扉から後陣に向かって脆拝できるような工夫

だったとすれば，④によって右側入口前をタベルナクルムの

ような礼拝の場として整備したという推測も可能であろう．

なお，右手入口を入ってすぐ右に長方形の部屋がある．「聖ゲ

オルギウス」の壁画の下に半円アーチの小さな入口があり，墓室

であった可能性は高いが，まだ発掘調査の報告による確認はな

い，部屋には窓がなく，小さな出入り口1つで日常的な出入り

は不便であることからも，墓室であったと考えて間違いないで

あろう．もちろん,納屋としても倉庫としても使い勝手が悪く，

後世に農夫が掘ったとも考えられない．

3．壁画について

堂内をいくつかの区画に分けて，描かれた壁画を考察する．

(1)ファサードの内側（裏側）

現状では壁画の描かれた痕跡はどこにもない．左右の入口

を入ったファサード裏に設けられた半円アーチの小壁篭（ニ

ッチ)内に聖人像が描かれていた可能性もあるが,その痕跡は

まったくない．

(2)堂内右側壁

ファサードをくぐった右側壁は平坦な壁面ではなく，4本の

付柱(角柱)の柱間を小壁籠として利用していたようであるが，

左2つの小壁籠には水平に2段の棚板を渡した痕跡も確認で

きる．最初の壁籠の上半分には「聖ゲオルギウス」（カッパド

キア生まれの3世紀の戦士聖人）像がかすかに残る．聖人の

顔の横に,聖人名を記した白抜きラベルがあり，現在でも辛う

じて判読可能である．その下半分の開口部が墓室への入口に

なっており，白地に赤い十字のついた盾と長槍で龍を退治す

る馬上の聖ゲオルギウスは，墓室に眠る霊を守護するために

描かれたと考えられる．少なくとも，奥の墓室が掘り抜かれた

後で「聖ゲオルギウス」は描かれている．なぜなら，墓室入口

の半円アーチは｢聖ゲオルギウス｣像を破壊することなく，（右

側の付柱を含めた)アーチ周辺部の壁画装飾(赤と黒の波線で

ジグザグ三角形を連続させた模様）も「聖ゲオルギウス」の描

写と同時に描かれているからである．なお,教会堂内の腰板に

あたる（床から約lm)壁面全体には,(部分的にしか残存して

いないが）マダラリスの毛皮をパッチワークした壁掛け模様

が描かれていたようである．

第2の壁籠には天上からの亀裂が縦に走り，亀裂に沿って

水が流れるためか，白く塩が吹き出し，緑色の苔も目立つ.壁

画の判読は相当に厳しいが，よく見ると，描かれた聖人の頭部

が見える．王冠を被っているようにも,詰め襟のような司教服

を着ているようにも見えるが，聖人を特定することは不可能

である．なお，第3の壁籠には壁画の痕跡を確認することは

できない．

4本目の付柱から奥，第1内陣障壁までの右側壁には赤(外

側）と白（内側）の2色枠の中に3人の聖人が描かれていた．

現存するのは左側の聖人の断片（下半身）のみで，あとの2人

は足の甲のみのかすかな痕跡が確認できるだけである．左側

の聖人は右手に杖,左手に赤い表紙の聖書と（悪霊を払う）鈴

を持っていることから，隠修士の「聖（大）アントニウス」で

あると判断できる．なお，この鈴のあたりまで,水が流入した

ことがあったようで，その時の水位を示す横一線の痕跡がは

っきりと残っている．また,湿気は今も下から上がってきてい

るようで，壁面の下半分には緑色の苔が目立つ．

(3)堂内左側壁

付柱から奥，第1内陣障壁までの反対側の壁面にも，右側
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壁と同様に，赤（外側）と白（内側）の2色枠の中に3～4人

の聖人が描かれていたと思われる．現状では右下方に枠線の

痕跡，左上方に（オーカー色の大きな円光に包まれた）髻のな

い若い聖人の頭部とその下方にかすかに衣服の痕跡が残って

いる．この聖人のサイズから推測すると，（もし単純に聖人立

像が横に配置されていたとすると）3人ではなく4人描かれて

いた可能性もある．

(4)第1内陣障壁と第2内陣障壁に囲まれた空間(間隔は180cm)

①右側壁

右後陣の祭壇ブロックが崩れて手前に転がってきたために

第2内陣障壁の右側が大きく破損している．右側壁には薬箱

を持つ2人の聖人，伝染病の守護聖人（双子の兄弟）として人

気のあった「聖ダミアヌス」（緑色の服に赤いガウン）と「聖

コスマス」（コスマスの衣装は色彩反転で赤い衣服に緑色のガ

ウン）が赤と白のラインで囲まれた枠の中に描かれている．背

景に白抜きラベルで聖人名が描かれているのは，「聖ゲオルギ

ウス」の場合と同じであるが，文字はほとんど欠損している．

向かって左の聖人が"S.DA・・・，,と読めるので「聖ダミア

ヌス｣，右が「聖コスマス」であろう．一般に医者は毛皮で裏

打ちしたガウンを着用していた．この2聖人の彩色が剥落し

ている部分を見ると，イエローオーカーで基本的輪郭デッサ

ンが取られたことが明らかである．（とくに明らかなのは，「聖

ダミアヌス」の腰のあたり.）また，「聖コスマス」の足下に半

月型の（粗い鑿跡のある）小壁籠（幅50cm,縦29cm,奥行き

18cm)が掘られている．

そのすぐ右枠の中に「聖エリギウス」(588頃～660)が描かれ

ている.641年頃にノワイヨンの司教に叙任されたため，ここ

でも司教冠を被っている．右手は小指を曲げたラテン式祝福

の印,左手には黄色い表紙の聖書を持っている．背景に白抜き

ラベルの聖人名も辛うじて読めるが，左下に描かれたさまざ

まなモティーフは彼が聖エリギウスであることを如実に示し

ている．彼はフランスのリモージュ近郊で金銀細工や鍛冶を

生業としていたことから，金槌や火ばさみ，鉄床や蹄鉄，釘な

どが図像学的持物となっているからである．なかでも，画中の

「蹄鉄と馬」は，次のようなエピソードに由来する．悪魔に取

り源かれて人を蹴るようになった馬に蹄鉄を付けることにな

った彼は，まず馬の脚を切断して蹄鉄をつけ，それから馬の脚

を元に戻したというのである．「聖エリギウス」の枠の右側に

は，「聖ゲオルギウス」の右側で見たのと同じ，赤と黒の波線

でジグザグ三角形を連続させた模様が描かれている．そして，

これも「聖ゲオルギウス」周辺と同じに，3聖人を囲んだ枠線

の下には，王侯貴族がマントなどの裏打ちに用いたマダラリ

スの毛皮をパッチワークした壁掛け模様が描かれている．

なお，「聖ダミアヌス」のあたりは3層構造が観察できる．

岩壁に直接描いたと思われる赤い線,その上に化粧漆喰(アッ

リッチョ）を塗り，さらに石灰画法で描かれたと思われる描写

層の3層構造であると現地では判断したが，石灰画法という

技法も含めて，重層構造については慎重に検討すべき問題で

ある．

②左側壁

壁画の痕跡なし

(5)後陣周辺

①右後陣周辺

右の後陣に向かって右側の壁は,前述の「聖コスマスと聖ダ

ミアヌス」の枠の左側に位置するところで，「受胎告知」が描

かれている．両者の仕切り部分，つまり第2内陣障壁の上に

は赤線と黒線によるナイーブな唐草模様の仕切り枠がある．

前述の｢赤と黒の波線でジグザグ三角形を連続させた模様」も

同様だが,南イタリアの洞窟教会壁画では｢唐草模様タイプの

装飾」はモットラのサン・ニコラ教会の例はあるが，それほど

多くはない．この2つのタイプの装飾が同一空間に描かれた

例で筆者の記憶に残っているのは，カッパドキアのカランリ

ク（ダーク）教会の壁画装飾(12-13世紀）である(Fig.5).

Fig.5カランリク（ダーク）教会の壁画装飾（カッパドキア）

ところで，これら一連の描写にはいかなる不連続も見い出

せないため，同時期に描かれたものと判断できる．

「受胎告知」に注目しよう．画面を2等分して，向かって左

側にマリア,右側に大天使ガブリエルが描かれている．マリア

の背後には椅子と緑色の大きなクッションはあるが，マリア

は立ち上がり，驚いたように右胸のところで手を合わせてい

る．マリアの椅子はシンプルなものであるが,奥行きに向かっ

て先つぼまりになっていて，（聖人の単独像を描く場合と違っ

て）この画面では奥行きのある空間でのドラマを描こうとす

るはっきりした画家の意図が読みとれる．

大天使ガブリエルの祝福の手は，右手のひとさし指と中指

の2本を立てて会釈する伝統的表現である．赤いマントの内

側はオーカー色のトーガに似た衣装で，片膝を前に出して鮠

こうとしているかに思える．また,左手には巻物をもって差し

出している．記された文字は判読不可能だが，おそらくは『ル

カ福音書」の一節"AvegratiaplenaDominustecum''(恵まれ

た女よ，おめでとう．主があなたとともにおられます.）が書

かれていたと推測される．大天使ガブリエルの背中には大き

な翼があり，その翼は明るいシノピア色で素描した上に彩色

している．翼の下半分くらいに黒っぽい色が残っているが，実

際にどのような彩色であったかはわからない．また，ガブリエ

ルが左手に持つ巻物の下には，小壁篭が穿たれている．

画面の両脇に細い円柱，マリアとガブリエルの間にも細い

円柱（柱頭飾りつき）が描かれており，受胎告知の画面の空間

は1つの建築空間として設定されていたと考えられる．マリ
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アが立つ画面の左半分はキボリウムを思わせる小部屋で，そ

こから張り出したテラスに大天使ガブリエルが舞い降りてき

たという設定ではなかったか．ガブリエルの背景に石積の壁

が見えているので，そこが屋外ないしは半屋外であると考え

られるのである．

残念ながら｢受胎告知｣の描かれた壁面は剥落がひどいだけ

でなく，全体がかなり白つちやけていて判読は難しいが,南イ

タリア各地の作例も決して少なくはないので，図像学的系譜

の観点で分類してみる必要があるだろう．また，前述の3聖

人と「受胎告知」は一連の同じ壁面に描かれており，壁面の重

層（3層）構造で枠形式も同じであることから同時期の制作だ

と思われるが，描写の点からみれば同一の画家の手に帰すこ

とはできない．

さて,次に右後陣に目を移そう．後陣にあった祭壇は高さ

が50cmくらいの低いものであったが,破壊されて前方に2回

転したと思われる．祭壇(石のブロック）は後陣壁に密着して

いたのではなく，祭壇との間隔は約40cmであった．後陣には

縦長の構図の「三位一体」が描かれているが，その十字架を伸

びやかに描くために祭壇の高さを低く抑えたのかもしれない．

かつての祭壇であった石の直方体ブロックは，現在上になっ

た部分が地面に接していたことがその形状から確認できるが，

そうであれば，祭壇ブロックは信者に向いていた方の面が漆

喰で塗られていたことになる．また,直方体ブロックの祭壇だ

けでは小さかったようで，（右後陣に描かれた「洗礼者聖ヨハ

ネ｣の左足先が破壊されていることから,壁画が描かれた後の

ことと推定されるが）後陣全体に差し渡す棚板(石板？）を補

助的に支えたと思われる窪みが後陣の左右にある．

右後陣の中央には「三位一体」が描かれており，キリストの

十字架の横木を天上から見下ろす巨大な｢父なる神｣が支えて

いる．一般図像学では聖霊を象徴する「白い鳩｣が画中に描か

れているが，剥落のはげしい現状では見つけることはできな

かった．中央上の「父なる神」は強烈なインパクトのある描写

で,特徴的な円形モティーフ織りのマントを羽織っている.顔

は赤色で輪郭を取り，直線的な白い線で勢いよく篝を描いて

いる.左右不均衡に描かれた目はひときわ印象的で,その視線

からは信者に向けられた厳しさと慈愛が感じられる．「父なる

神」のマントで包まれるような形で，「子なるキリスト」であ

る礫刑が中央に描かれているが，あくまでも荘厳な神の姿に

対して，キリストは人間的で弱々しい肉体として描かれてい

る．また，キリストの円光の上の茶褐色部分は，（文字の痕跡

はないが）十字架上に掲げられた「捨て札」（罪状書き）であ

ったと思われる．「父なる神」の円光にはコンパスの痕跡があ

り，半径22.5センチの正円だが，後陣の上端を超えてしまっ

ているので円光の一部が欠損したように見える．キリストの

眉間の中央にも円光を描く際のコンパスの中心痕がみられる．

「三位一体｣を挟んで割型の後陣の左右に,代願者のように

2人の聖人像が描かれている．向かって右側は半裸の「洗礼者

聖ヨハネ」である．左側の聖人像は，（洗礼者聖ヨハネの弟子

であったとされる）使徒の「聖アンデレ」という説と，「聖プ

ロコピウス｣であるという2説がある．「洗礼者聖ヨハネ｣は，

その特徴的な（ラクダの皮衣をまとった)姿から問題はないだ

ろう．左手の人差し指を1本立てて天を示す形は，ルーヴル

美術館所蔵のレオナルド・ダ・ヴィンチ作「洗礼者ヨハネ」

(1513-16)が右手人差し指を天に向けている印象的な作品を紡

佛とさせる．おそらく左手からは巻物が下がっており，そこに

は『ヨハネ福音書』の一節"EcceAgnusDei''(見よ,神の子羊）
が書かれていたであろう．後陣内の向かって左側の聖人につ

いては，この教会が聖アンデレと聖プロコピウスに捧げられ

ていることは確かであるから，そのどちらかに該当させたい

ところである．聖アンデレは洗礼者聖ヨハネの弟子であった

ことを考えれば,左右がうまく対応するようだが，この聖人が

司祭の服を着ていることからすれば，やはり聖プロコピウス

とすべきであろう．（彼の左肩のあたりにも聖人名を記した白

抜きラベルが見られるが，文字は完全に剥落している.）

「三位一体｣の描かれている後陣の右外側の壁には,赤と白

で枠をとった縦長の絵がある．両手で本を持った司教服の聖

人だが，誰であるか特定することは不可能.顔と手,衣服の一

部に緑色が見られる．ほぼ顔全面に緑色が残っているので,緑

色顔料の特定とともに，下地としてのヴェルダッチョの可能

性も考慮に入れて研究する必要がある．（右側壁に描かれてい

る「聖コスマスと聖ダミアヌス｣，「聖エリギウス」の顔と手，

「受胎告知」のクッションにも緑の彩色が多く見られる.）

「三位一体｣が描かれている後陣の左外側の壁には｢礫刑図」

があるが，その位置は後陣内に描かれた「三位一体」の十字架

のすぐ左横にあたる．ややY字型のフォルムやキリストのう

つむきの角度などは全体的に相似しているが，唯一異なる点

は両足の処理である．後陣内の「三位一体」の礫刑では，キリ

ストの両足は右足を上にして重なっているが，左の「礫刑」で

は(その下に小壁籠が掘られたため多少の欠損はあるが)明ら

かに両足は並行にそろえられている．「礫刑」の左右に描かれ

た人物については劣化が激しく，図像を正確に判読すること

は不可能である．一般的には聖母マリアと聖ヨハネが描かれ

るが,2人ともヴェールを被った女性像であった可能性が高く，

（向かって)左側が青いヴェールの聖母マリア,右側が赤いヴ

ェールの聖マグダラのマリアと推測する．

右後陣から左後陣に移る仕切り壁のアーチにも，壁画の断

片がのこっている．彩色は赤と白と黒.聖人像ではなく，装飾

模様だけではなかったかと思われる．

②左後陣周辺

左後陣の中央に描かれているのは｢玉座の聖母マリア｣だが，

玉座とマントはほんの僅かの痕跡のみで，少し首を左前方下

に傾けたマリアの頭部と円光のみが残っている．その円光は，

きれいな正円に見えるが，コンパスを利用した痕跡は見られ

ない．

聖母マリアの左右には2人の聖人が代願者のように描かれ

ていたことが，ごく一部だが現存している断片から確認でき

る．しかし，聖人の特定まではできない．向かって左の聖人は

一説には「聖アンデレ」と言われるが，顔の左4分の1ほどし

か残存していない．それでも「聖コスマスと聖ダミアヌス」や

後述する左側壁に描かれている聖人と強い類似性を示し，金

髪の中世フランス騎士を紡佛とさせる顔をしていたことがわ

かる.その円光表現にしても,金箔の代用としての濃いオーカ
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－色，円周は黒い輪郭に白いドット模様で同じである．

ここにも右後陣と同様の祭壇があったことは，基礎の痕跡

から確認することができるが，直方体の石のブロックそのも

のは周囲にない.また,右後陣と同様に棚板を差し渡して祭壇

としたような痕跡（左右の切り込み）が見られる．

「玉座の聖母マリア」が描かれている後陣の右外側の壁に

縦長枠があり，「聖レオナルドウス」が描かれている．現状で

は壁面に白い塩が吹き出していて画像は見えにくくなってい

るが，前掲書に掲載されている写真4では聖人名を記した白ラ

ベルに,その名がはっきり読み取れる．左手に大きな本を持ち，

右手は人差し指と中指の2本を立てて（ラテン式の）祝福を

与えている．聖レオナルドウスは6世紀のフランク王クロヴ

イスに仕えた人物で，囚人を保護したとされる．また，後にリ

モージュ近郊のノブラックに修道院を創設したベネデイクト

会士と考えられている．したがって，この図像においてもベネ

デイクト修道会の黒い頭巾を被った僧服を身にまとい，聖書

を抱える左手の先には金属製の壊れた足椥を下げている．ま

た,赤い表紙の聖書の表紙を飾るデザインは,フランス王家の

百合の紋章のように見える．聖人の足下の壁には方形の小壁

籠が穿たれている．

「玉座の聖母マリア｣が描かれている後陣の左外側の壁に描

かれた聖人は，円光上端の一部とハの字に開いた足先を残す

のみで,ほぼ完全に剥落しており，聖人の特定は不可能である．

ハの字に開いた素足は（後述する）左側壁の「聖ペテロと聖パ

ウロ」にも見られるが,右足をやや前に踏み出して枠線から突

出するような表現は｢聖ペテロと聖パウロ」の単純な足の表現

を凌ぐ新しさが感じられる．

半円割型後陣の周囲を飾る装飾プリーズは，水差しから成

長して伸びる蔓性植物(生命の樹）をモティーフにして，黄色

の蔓,赤い花,緑の葉がs字状に絡んでいる．ただし，このプ

リーズは後陣の左端から伸びて,右側に描かれた｢聖レオナル

ドウス」を囲んでいる縦枠のところで途切れる．

最後の壁面は，左後陣に向かって左側の壁第2内陣障壁

の奥であるが，「聖ペテロと聖パウロ」の2人が1つの枠内に

描かれている．左側の聖人を聖ペテロとする図像学的判断材

料となる「鍵」は欠損してしまっているが，右手に（画面の枠

線を突き抜ける長い)剣を持ち,左手で開いた書物を持つ聖パ

ウロと対をなす形で描かれていること，および顎髭を蓄えた

特徴的な風貌（の輪郭)から，聖ペテロと判断して間違いない

と思われる．なお，（書簡の著者を象徴する）開かれた縦長の

本を下から支える聖パウロの左手の形が，親指が長すぎるた

め異様にみえる．

2人の聖人の間におにぎり型の小壁篭があけられて,その周

辺の剥落がとくに激しい．その左側の連続する別枠の中に描

かれているのは，「アレクサンドリアの聖女カタリナ」と推測

される．図像学的な判断材料としては,王冠をかぶった（王家

出身の)聖女であること，左下方に見えるオーカー色のモティ

ーフが殉教具の車輪のように見えるという2点である．聖女

の円光わきに聖人名の記載に用いられた白抜きラベルがある

が，文字は完全に剥落している．なお，前述の「聖ペテロと聖

パウロ」の円光にはコンパスは用いられていないが，この「ア

レクサンドリアの聖女カタリナ」の円光の円周部にはコンパ

スの刻線がくっきりと残っている．

(6)壁画の制作年代

堂内に描かれた壁画の制作年代を特定することは容易では

ないが，教会創建時のビザンティン様式の影響と1266年から

シチリア王国の王位について南イタリアを支配したフランス

のアンジュー家がもたらした文化が融合しているように思え

る．したがって全体的な印象ではll-14世紀にかけて描かれ

た壁画であると言えよう．
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堂内右側壁
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2つの入り口、2つの窓を持つ4連アーチの第1内陣|潭壁（テンプロン）が堂内を仕切っている

1‘

恥

蕊

醐撫鋤',"’"‘卿′
11紬

第1内陣障壁の奥はさらに第2内陣障壁（イコノスタシス）で仕切られている

－15－



左後陣には「玉座の聖母と2聖人｣、

その左側の壁には「聖ペテロと聖パオロ｣、「アレクサンドリアの聖女カタリナ」が描かれている

｢聖ペテロと聖パオロ’ プリーズ部分の装飾

－16－

鴬



｢玉座の聖母」（散乱光照射）

6‘4灘畿

(左から）「聖人像（不明)」、後陣内には「玉座の聖母と2聖人｣、「聖レオナルドウス」
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霧

…

右後陣には「三位一体｣、「洗礼者聖ヨハネ｣、「聖プロコピウス」

その右側の壁には「受胎告知｣、「聖コスマスと聖ダミアヌス」が描かれている

右後陣

-18-



､

蟻

(左から）「受胎告知｣、「聖ダミアヌス｣、「聖コスマス｣、「聖エリギウス」

君

蕊

爵

謬
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｢受胎告知」 ｢聖エリギウス」
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堂内右側壁
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|d､蕊

蕊 蕊｢聖人像（司教？)」（右側壁） 偕

L
9,:

蕊 ｳ

｢聖ゲオルギウス」（右側壁）

｢聖人像（不明)」（左側壁）｢聖（大）アントニウス」（右側壁）

－20－


